
『
西
方
指

南
抄
』
所
載

.「聖
人
御
事
諸

人
夢
記
」

に

つ
い
て

中

野

正

明

一

『
西
方
指
南
抄
』
(以
下
、
『指
南
抄
』
と
称
す
)
は
法
然
の
遺
文
集
と
し

て
編
集

さ
れ
、
親
鸞
が
康
元
元
年

(
一
二
五
六
)
か
ら
同
二
年

に

か
け

て
筆
記

し
た
も

の
が
高
田
専
修
寺
に
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
親
鸞
筆
記

に
な
る

『指
南
抄
』

に
つ
い
て
は
、
親
鸞
の
編
集
に
よ
る
も
の
と
す
る

親
鸞
編
集
説
と
、
親
鸞
筆
記
の
時
点
に
す
で
に
成
立
し
て
い
て
、
親
鸞

は
そ
れ
を
底
本
と
し
て
書
写
し
た
も
の
と
す
る
親
鸞
転
写
説
と
が
存
す

る
が
、
筆
者
は
後
者
の
立
場
を
主
張
し
て
若
干
の
考
察
を
行

っ
て
き
た

(『法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』、
法
蔵
館
刊
、
一
九
九
四
年
)。
法

然
研
究

の

う
え
で
こ
の

『
指
南
抄
』
は
根
本
史
料
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
所
収
遺
文
個
々
の
史
料
的
信
憑
性
に
つ
い
て
、
了
慧
編
の

『黒
谷

上
人
語
灯
録
』
等
の
よ
う
な
他
の
遺
文
集
や
各
種
法
然
伝
と
対
応
し
な

い
遺
文
も
数
点
存
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
重
要
な
問
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
べ
き
と
言
え
る
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
一
号

平
成
七
年
十
二
月

「
聖
人
御
事
諸
人
夢
記
」
は

『指
南
抄
』
中

巻
本
に
、
「
建
久
九
年
正

月

一
日
記
」
「
法
然
聖
人
御

夢
想

記
」
「法
語
十
八
条
」
「
法
然
聖
人
臨

終
行
儀
」
に
つ
づ
い
て
最
後
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
は
建
暦

二
年
正
月
二
十
五
日
に
往
生
を
遂
げ
た
法
然

の
奇
瑞
を
表
わ
そ
う
と
し

て
、
中
宮
の
大
進
兼
高
以
下

一
六
件
の
諸
人

の
霊
夢
を
載
せ
る
も
の
で

あ
る
。
勿
論
、
こ
の
記
述
の
考
察

に
は
内
容
的
な
検
討
と
共
に
そ
の
形

成
過
程
に
つ
い
て
の
追
究
が
可
能
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
こ
と
が
従
来
特
別
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か

っ
た
の
は
、
恐
ら
く
他

に
比
較
で
き
る
記
述
が
存
し
な
か
っ
た
り
具
体
的
過
ぎ
る
と
い
う
印
象

を
拭
え
な
い
等
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
同
内
容

の
記
録
が
源
智
門
下
に
よ

っ
て
仁
治
二
年

(
一
西

一
)
頃
に
編
集
さ

れ

た
醍
醐
本

『法
然
上
人

伝
記
』
(以
下
、
『醍
醐
本
』
と
称
す
)
所
収

「
御
臨
終
日
記
」
前
半

部

に

見
ら
れ
る
の
を
始
め
、
『
四
巻
伝
』
等
に
見
ら

れ
る
詞
書
の
成
立
過
程

に
こ
の

「
聖
人
御
事
諸
人
夢
記
」
の
記
述
と
直
接
に
関
係
す
る
問
題
点

を
見
出
だ
す
に
至

っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
し
て

「
聖
人
御
事
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『西
方
指
南
抄
』
所
載

「聖
人
御
事
諸
人
夢
記
」
に
つ
い
て

(中

野
)

諸
人
夢
記
」
自
体
の
史
料
的
信
憑
性
に
迫

っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

二

「聖
人
御
事
諸
人
夢
記
」
は
、
前
述
の
よ
う

に

『指
南
抄
』
中
巻
本

の
最
後

に
所
収
さ
れ

て
お
り
、
「聖
人
御
事
ア
マ
タ
人

二
夢

ニ
ミ
タ
テ

マ
ッ
リ
ケ
ル
事
」
と
は
じ
ま
り
、
「
中
宮

ノ
大
進
兼
高
ト
申
人
」
「
四
条

京
極

ニ
ス
ミ
侍
ケ
ル
薄
師
」
「
三
条
小
川

二
陪
従
信
賢

力
後
家

ノ
尼
」

「白
河

二
准
后

ノ
宮

ノ
御
邊

二
侍
ケ
ル
三
一河
ト
申
女
房
」
「
カ

マ
ク
ラ
ノ

モ
ノ
ニ
テ
来
阿
弥
陀
仏
」
「東
山
ノ

一
切
経
ノ
谷
大
進
ト
申
僧

ノ
弟
子

袈
裟
」
「故
惟
方

ノ
別
当
入
道

ノ
孫
」
「念
阿
弥
陀
仏
」
(二
件
)
「大
谷

ノ
坊

ノ
房
主
」
「祇
陀
林
寺
ノ
和
尚
」
「華
山
院
ノ
前
右
大
臣
ノ
家
ノ
侍

江
内
」
「
長
楽
寺
律
師
隆
寛
」
「直
聖
房
ト
イ
フ
人
」
「
天
王
寺

ノ
松
殿

法
印
御
坊
静
尊
」
「丹
後
国

シ
ラ

フ
ノ
庄
別
所
ノ
和
尚
僧
」
等

一
六
件

に
及
ぶ
法
然
往
生
奇
瑞
の
夢
想
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第

一

番
目

「
中
宮

ノ
大
進
兼
高
ト
申
人
」
の
記
事

に
は
、

中
宮
ノ
大
進
兼
高
ト
申
人
、
ユ
メ
ニ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ル
ヤ
ウ
、
或
人
モ
テ
ノ
ホ

カ

ニ
オ

ホ

キ

ナ

ル

サ
ウ
ロ

ヲ
ミ

ル

ヲ
、
(
ン
)

イ

カ

ナ

ル

フ
ミ

ソ

ト

タ

チ

ヨ
リ

ミ

レ

□

、
(
ハ
)

ヨ

ロ
ツ

ノ
人

ノ
臨

終

ヲ

シ

ル

セ

ル
文

ナ

リ
、

聖

人

ノ
事

ヤ

ア

ル
ト

ミ

ル

ニ
、

オ

ク

ニ
入

リ

テ
、

光

明

偏

照

十

方

世

界

念

仏
衆

生

摂

取

不

捨

ト

カ

キ

テ
、

コ
ノ
聖

人

六

コ
ノ

文

ヲ
論

シ
テ
往

生

ス

ヘ
キ

ナ

リ

ト

シ

ル

セ
リ

ト

、、、
テ

ユ
メ

サ

メ

ヌ
、

こ

の
事

聖

人

モ
御

弟

子

ト

モ

モ
、

シ

ラ

ス

シ

テ

ス

ク

ス

ト

コ

ロ

ニ
、

コ
ノ
聖

人

サ

マ
く

ノ
不

思

議

ヲ
現

シ

タ

マ
フ

ト

キ
、

ヤ

マ
ヒ

ニ
シ
ツ
ミ
テ
、

ヨ
ロ
ツ
前
後

モ

シ
ラ

ス
ト
イ

ヱ
ト

モ
、
聖
人

コ
ノ
文

ヲ
三
返

論

シ
タ

マ
ヒ
ケ
リ
、

カ
ノ
人

ノ

ム
カ
シ
ノ

ユ
メ

ニ
オ

モ
ピ
ア
ワ
ス
ル

ニ
、

コ

レ
不
思
議
ト
イ

フ
ヘ
シ
、
カ

ノ
人

フ
ミ
ヲ
モ
チ
テ
カ
ノ

ユ
メ
ノ
事

ヲ
ツ
ケ
申

タ
リ
ケ

ル
ヲ
、
御
弟
子

ト
モ
ノ
チ

ニ
ヒ
ラ
キ
ミ
侍

ケ
リ
、
件

ノ
文

コ
ト

ナ
カ

キ

ユ
ヘ
ニ
、

コ
レ
ニ
六
カ
キ
イ

レ
ス
、

と

あ

る
が

、

こ

れ

は

『
醍

醐

本

』

所

収

「
御

臨

終

日
記

」
前

半

部

の

い

わ

ゆ

る
法

然

「
臨

終

記

」

の
あ

と

に
付

記

さ

れ

て

い

る

つ
ぎ

の
よ

う

な

夢

想
記

事

と

一
致

し

て

い
る

。

(上
略
)
或
人
七
八
季
之
前
有
感
夢
有
人
、見
以
外
大

双
紙
思
何
文
而
見
之
、

注
諸
人
往
生
文
也
、
若
有

法
然
上
人
往
生
注

処
遥
至
奥
注
也
、
有
光
明
遍

照
四
句
文
上
人
請
此
文
可
被
往
生
、
夢
覚
不
語
上
人
不
語
弟
子

令
府
合
此
夢

生
奇
特
思
、
上
人
往
生
之
後
以
消
息
被
注
送
、
恐
繁
不
載
肇
有
不
思
議
夢
想

等
可
足
之
、
故
略
不
記
、
(下
略
)

す
な
わ
ち
、
「臨
終
記
」
の
成
立

期

に

「聖
人
御
事
諸
人
夢
記
」
の
記

述
と
深
い
関
係
が
存
し
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五

番
目
の

「
カ
マ
ク
ラ
ノ
モ
ノ
ニ
テ
来
阿
弥
陀
仏
」

の
夢
想
記
事
に
、

(上
略
)
聖
人
ノ
往
生
ヲ
オ
カ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ラ

ム
ト
テ
、
マ
イ
リ
ア
ツ
マ
リ

タ
ル
人
、
サ
カ
リ
ナ
ル
市
ノ
コ
ト
ク
侍
ケ
リ
、
(下
略
)

と
あ
る
箇
所
は
、
同
じ
く

『醍
醐
本
』
「御
臨
終
日
記
」
の
法
然

往
生

の
記
事
の
直
後
に
あ
る

「
(上
略
)
諸
人
競
来

拝
之
供
如
盛
市
、
(下
略
)」

な
る
記
述
と
共
通
す
る
。
こ
れ

ら

は
、
『醍
醐
本
』
所
収

「御
臨
終
日

記
」
前
半
部

「臨
終
記
」
の
形
成
過
程
に
、

こ
の

「聖
人
御
事
諸
人
夢
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記
」
の
記
述
が
混
入
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

『
指
南
抄
』
中
巻
本
の
構
成
は
、
前
述
し
た
よ
う

に

「
法
然
聖
人
臨

終
行
儀
」
の
す
ぐ
あ
と
に
所
収
さ
れ
て
い
る
の
が

「
聖
人
御
事
諸
人
夢

記
」
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が

『
醍
醐
本
』
所
収

「御
臨
終
日
記
」
の

記
述
形
成
に
何
か
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
は

『
醍
醐

本
』
所
収

「御
臨
終
日
記
」
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
両
者

を
連
結

す
る
た
め
に
書
か
れ
て
い
る
文
章

の
理
解

に
よ
っ
て
、
前
半
部

の

「
臨
終
記
」
と
後
半
部
の

「
三
昧
発
得
記
」
か
ら
成
っ
て
い
て
、
編

者
で
あ
る
源
智
門
下
に
よ
っ
て
こ
の
両
文
献
が
合
糅
さ
れ
た
も
の
と
考

察
し

て

い
る

(前
掲
拙
著
)。
そ
し
て
、
『醍
醐
本
』
所
収

「三
昧
発
得

記
」
と

『指
南
抄
』
所
収

「建
久
九
年
正
月

一
日
記
」
と
の
校
合
に
よ

り
両
者
が
合
致
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
原
型
を
想
定
す
る
場
合
、

『指
南
抄
』
所
収
系
統

の
記
述

の
存
在
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

っ

と
も
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、
「聖
人
御
事
諸

人
夢
記
」
の
記
述
も
同
様
に
か
な
り
早
く
か
ら
そ
の
原
型
が
存
在
し
て

い
て
、
『醍
醐
本
』
前
半
部

「臨
終
記
」
の
形
成
過
程
に
混
入
さ

れ

て

い
っ
た
記
述
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
と
で
き
よ
う
。

三

法
然
伝
の
う
ち
伝
法
絵
系
統
の
嚆
矢
を
な
す
の
は
嘉
禎
三
年

(
一
二

三
七
)
湛
空
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た

『
四
巻
伝
』
で
あ
る
。
『四
巻
伝
』

は
諸
本
現
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
個
々
の
検
討
を
と
お
し
て
特
に
詞
書

『
西
方
指
南
抄
』
所
載

「聖
人
御
事
諸
人
夢
記
」
に
つ
い
て

(中

野
)

の
形
成
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
し
い
て
は
法
然
伝
に
見
ら
れ
る
各

記
述
の
原
型
の
存
在
を
裏
付
け
る
こ
と
も

で
き

る

(拙
稿

「『四
巻
伝
』

諸
本
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」、
『仏
教
文
化
研
究
』
第
四
〇
号
)。

『
四
巻
伝
』
に
は
、
唯

一
全
巻
揃

っ
て
現
存

し
、
永
仁
二
年

(
一
二
九

四
)
寛
恵
の
奥
書
を
有
す
る
久
留
米
善
導
寺

所
蔵

『本
朝
祖
師
伝
記
絵

詞
』
(以
下
、
善
導
寺
本
と
称
す
)、
梅
津
次
郎
氏
が

「新
出

の
法
然
上
人

伝
法
絵
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

『国
華
』
第

七
〇
五
号
に
紹
介
さ
れ
た

『
法
然
上
人
伝
法
絵
流
通
』
(以
下
、
国
華
本
と
称
す
)、
残
欠

本

で

は
あ

る
が
永
仁
四
年

(
一
一九
六
)
高
田
派
第
三
世

顕
智

に
よ
っ
て
書
写
さ

れ
た
高
田
専
修
寺
所
蔵
の

『
法
然
上
人
伝
法

絵
』
(以
下
、
高
田
本
と
称

す
)
等
が
あ
る
が

(他
に
金
沢
文
庫
所
蔵
の
残
欠
本
も
あ
る
)、
こ
れ

ら
三

本
を
詳
細
に
比
較
し
て
み
る
と
善
導
寺
本
と
国
華
本
の
図
中
数
箇
所
に

註
記
の
存
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
善
導
寺
本

・
国
華
本
い
ず
れ
が
先
行

す
る
の
か
は
判
明
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
絵
図
中
の
註
記
が
高
田
本

で
は
本
文
の
な
か
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る

の
を
確
認
で
き
る
こ
と
か

ら
、
『
四
巻
伝
』
の
原
型
を
想
定
す
る
と
き
絵

と
詞
書
か
ら

な

る
体
裁

で
あ
っ
た
処
に
、
善
導
寺
本
や
国
華
本
の
よ
う
な
図
中
の
註
記
が
挿
入

さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、

こ
の
図
中
の
註
記
で
あ
る
が
国
華
本
を
中
心
に
す
る
と
七

箇
所
の
註
記
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
国
華
本
に
の
み
見
ら
れ
善

導
寺
本
に
は
欠
落
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
五
箇

所
、
ま
た
善
導
寺
本
に
も

同
様
に
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
が
二
箇
所
あ
る
。
そ
の
善
導
寺
本

.
国
華
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『西
方
指
南
抄
』
所
載

「聖
人
御
事
諸
人
夢
記
」
に
つ
い
て

(中

野
)

本
両
者

に
見
ら
れ
る
図
中
註
記
の
箇
所
と
は
、
「病
床
物
語
の
図
」
「
往

生
の
図
」
で
あ
る
。
「病
床
物
語
の
図
」
に
つ
い

て
善
導
寺
本
巻
第
四

所
載
の
図
と
、
国
華
本
残
欠

一
七
所
載
の
図
双
方
を
比
較
す
る
と
、
絵

の
構
図
も
概
ね
類
似
し
て
お
り

(国
華
本
に
は
登
場
人
物
に
人
物
名
が
註
記

さ
れ
て
い
る
)、
そ
の
う
え
に
の
ち
に
挿
入
し
て
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

図
中
註
記
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
善
導
寺
本
に
は
、

(上
略
)
病
床
の
む
し
ろ
二
、
人
々
問
た
て
ま
つ
り
け
る
御
往
生
実
否
如
何
、

答
云
、
我
本
天
竺
国
に
在
と
き
、
衆
僧
に
交
て
頭
陀
を
行
し
て
今
日
本
に
し

て
天
台
宗
二
入
て
、
か
ゝ
る
事
二
あ
へ
り
、
今
度
の
往
生
六
一
切
衆
生
結
縁

の
た
め
也
、
我
本
居
せ
し
と
こ
ろ
な
れ
は
た
ゝ
人
を
引
接
せ
む
と
思
、

と
あ
り
、
同
じ
く
国
華
本
に
は
、

(上
略
)
床
迄
人
々
問
奉
け
る
御
往
生
の
実
不
如
何
、
答
云
、
我
本
天
竺
在

時

声
聞
僧
交
、
頭
陀
行
今

日
本
国
而
天
台
宗
入
、
か

か
る
事
遇
、
抑
今
度
往

生

一
切
衆

生
結
縁

の
た
め
也
、
我
本
居

住
せ
し
所

ナ
レ

六
只
人

ヲ
引
接

セ
ム

ト
思
ラ

、

と

あ

る

よ
う

に
、

双
方

は

と
も

に

一
致

し

て

い

る

。

こ

の
記

述

は

『
醍

醐

本

』

「
御

臨

終

日

記

」

の
正

月

三

日

条

と

共

通

す

る
も

の

で

あ

る

。

そ

れ

に

は
、

(
上
略
)
同
三

日
戌
時
上
人
語
弟
子
云
、
我
本
在
天

竺
、
交
声
聞
僧
常
行

頭

陀
、
其
後

来
本
国
入
天
台
宗
、
又
勧
念
仏
、
弟
子
問
云
、
可
令
往
生
極
楽
哉
・

答
云
、
我
本
在
極
楽
之
身

可
然
、
(下
略
)

と
あ
り
、

こ
の
系
統
の
記
述
を
参
考
に
し
て
善
導
寺
本

・
国
華
本
等
の

図
中
に
註
記
が
付
加
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

同
様
に

「往
生
の
図
」

の
場
合
に
も
、
善
導
寺
本
巻
第
四
所
載
の
図

と
、
国
華
本
残
欠

一
八
所
載
の
図
双
方
を
比
較
す
る
と
、
絵
の
構
図
に

お
い
て
も
ほ
ぼ

一
致
し
て
お
り

(こ
こ
で
も
国
華
本
に
は
登
場
人
物
に
人
物

名
が
註
記
さ
れ
て
い
る
)、
善
導
寺
本
の
図
中
註
記

「光
明
遍
照

十
方
世

界

念
仏
衆
生

摂
取
不
捨

南
無
阿
弥
陀
仏

々
々
々
」

「兼
日
往

生
の
告
を
か
ふ
む
る
人
々

前
権
右
弁
藤
原
兼
高
朝
臣

権
律
師
隆
寛

白
川
准
后
宮

別
当
入
道

尼
念
阿
弥
陀
仏

坂
東
尼

一
切
経
谷

住
僧
大
進
公

陪
従
信
賢

祇
陀
林
経
師

薄
師
真
清
」

「
水
尾
山
樵

夫
紫
雲
見
之
、」
等

の
記
述
は
、
国
華
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ

コ

一
光
明
邊

照

十
方
世
界

念
仏
衆
生

摂
取
不
捨
唱
給
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
「兼

日

二
往
生
ノ
告
を
蒙
人
々

前
権
右
大
弁
藤
原
兼
隆
朝
臣

権
律
師
隆

寛
長
楽
寺
律
師
是
也
、
白
河
准
后
宮
女
房

故
別
当
入
道
惟
方
孫
不
知

実
名
、
鎌
倉
尼
念
阿
弥
陀
仏

坂
東
尼

東

山

一
経
谷
住
僧
大
進
公

三
条
小
川
陪
従
信
賢

祇
陀
林
経
師

四
条
京
極
薄
師
字
太
郎
正
家
真

清
」
「西
山
水
尾
峰
売
炭
老
翁
荷
薪
樵
夫
紫
雲
聳
見
之
、」
と
あ
り
、
ほ

ぼ
近
い
記
述
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
う
ち
前
後
の
二
つ

は

『醍
醐
本
』
所
収

「御
臨
終
日
記
」
あ
る
い
は

『
指
南
抄
』
中
巻
本

所
収

「
法
然
聖
人
臨
終
行
儀
」
の
記
述
か
ら

の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

か
り
に

『
指
南
抄
』
本
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
(上
略
)
聖

人

ノ

タ

マ

ハ

ク
、

ア

ハ
レ
ナ

ル
事

カ

ナ

ト

タ

ヒ
く

ノ

タ

マ
ヒ
テ
、

コ
レ

ハ

一
切

衆

生

ノ

タ

メ

ニ
ナ

ト

シ

メ

シ
テ

ス
ナ

ワ

チ
論

シ
テ

ノ

タ

マ

ハ
ク
、

光

明
偏
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照

十
方
世
界

念
仏
衆
生

摂
取
不
捨
ト
三
返
ト

ナ

ヘ
タ

マ
ヒ
ケ

リ
、
(
下
略
)」
「
(上
略
)
紫
雲
オ
ホ
キ

ユ
タ
ナ
ヒ
キ
テ
、
西
ノ
山
ノ
水
ノ

尾
ノ
ミ
ネ

ユ
ミ
エ
ワ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
樵
夫
ト
モ
十
余
人

バ
カ
リ
ミ
タ
リ

ヶ
ル
カ
、
(下
略
)」
な
ど
と
あ

っ
て
、
恐
ら
く
は
こ
う
し
た
記
述
の
原
型

か
ら
上
記
の
よ
う
な
註
記
の
記
述
が
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
註
記
は
い
つ
頃
ど
の
よ
う
に
し
て
記
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
結
局

『
四
巻
伝
』
の
形
成
過
程
に

つ
い
て
の
検
討
と
深
く
関
係
す
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は

『
四
巻
伝
』

の

諸
本
に
つ
い
て
は
、
絵
と
詞
書

の
成
立
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
国
華
本
の
原
型
を
想
定
し
て
そ
れ
を
も
と
に
善
導
寺
本
の
原
型
が

製
作
さ
れ
、
そ
れ
が
高
田
本
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
推
測

し
た

(前

掲
拙
稿
)。
こ
の
よ
う
に
、
前
記
の
国
華
本
に
見
え
る
図
中
註
記
の
形
成

期
に
資

料
と
な

っ
た
も
の
と
し
て
、
『醍
醐
本
』
所
収

「御
臨
終
日
記
」

あ
る
い
は

『
指
南
抄
』
中
巻
本
所
収

「法
然
聖
人
臨
終
行

儀
」、
そ

し

て

『
指
南
抄
』
中
巻
本
所
収

「聖
人
御
事
諸
人
夢
記
」
等
の
原
型
を
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
善
導

寺
本

・
国
華
本
所
載

「往
生
の
図
」
に
あ
る
往
生

の
告
を
蒙

っ
た
人

々

の
註
記
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ

「
聖
人
御
事
諸
人
夢
記
」
の
法
然
往
生
に
伴

な
う

一
六
件

の
霊
夢
の
う
ち
の

一
〇
件
の
記
述
に
よ

っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

『
西
方
指
南
抄
』
所
載

「聖
人
御
事
諸
人
夢
記
」
に
つ
い
て

(中

野
)

四

「聖
人
御
事
諸
人
夢
記
」
の
み
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
『
指
南
抄
』
全

体

の
問
題
で
あ
る
と
も
い
え
る
が
、
特
に

『
指
南
抄
』
中
巻
本
の
所
収

文
献
に
つ
い
て
は
、
後
世
に
法
然
の
遺
文
類

と
し
て
大
切
な
も
の
と
見

ら
れ
て
い
て
、
こ
う
し
た
伝
記
類
の
製
作
に
重
要
な
資
料
と
し
て
引
か

れ
て
い
っ
た
も
の
と
言
え
る
。

そ
れ

は
、
『
醍
醐
本
』
所
収

「
御
臨
終

日
記
」
の
成
立
事
情
を
見
て
も
分
か
る
よ
う

に
、
か
な
り
早
い
時
期

に

遡

っ
て
記
述
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
て
、
『
四
巻
伝
』

に
お
い
て
も
そ
う
し
た
記
述
の
原
型
と
な
る
も
の
か
ら
引
い
て
註
記
等

を
挿
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

従
来

「
聖
人
御
事
諸
人
夢
記
し
に
限

っ
て
は
史
料
と
し
て
敬
遠
さ
れ

て
き
た
と
い
う
の
が
実
態
で
あ

っ
た
が
、
こ
う
し
た
考
察
に
よ
っ
て
若

干
な
り
と
も
記
録
と
し
て
の
信
憑
性
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
と

思
う
。
『
指
南
抄
』
に
の
み
所
収
し
て

い
る

他
の
法
然
遺
文
の
評
価
、

あ
る
い
は
伝
法
絵
系
統
の
各
種
法
然
伝
の
絵
と
詞
書
等
の
成
立
過
程
に

関
す
る
問
題
、
今
後
の
課
題
の
山
積
し
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
、
擱

筆
す
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

法
然
、
『
西
方
指
南
抄
』、
『四
巻
伝
』
(華
頂
短
期
大
学
教
授
)
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